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2S世紀の作文教青を問う

1．情報時代の国語教育を考える

t，学習の原点を考える　一一人ひとりに学ぷことの楽しさを一一
　子どもは，本来『知りたがりや』である。何か不思議なことに出会うと・「どうして」「なぜ」と聞

きたがる。自分なりに納得の行くまで，回りの人に尋ねる。こうした未知のことを知ろう・探ろうと

する心を育て，それを追求するための方法を，小学校の低学年のうちからみっちり学ばせたい。

　ところで，学習には，二っの側面がある。
　一っは，子どもというものは，放っておくと安易な方向に流れるのT’・教師は適当な刺激を与えな

がら，系統的なカリキュラムに沿oて，能率的に教え込んでいく。

　もう一っは，子どもというのは，本来好奇心に満ちていて，放っておいても，自らテーマを見っけ

て学んでいく。教師は，子どもの学習を見守り，適切な支援を与えていく。

　この二つの側面は，時代がどう変化するにしても，変わらないことであろう。バランスを保ちなが

ら，新しい学習を，子どもとともにつくりたい。目の前の子どもを見っめながら・同時に子どもたち

の行く末をも見つめなければならない。生涯にわたって学び続ける力を身に付けさせたいと願いっっ・

日々の実践を重ねている。

　今，大切なのは『学ぶことの楽しさ』を味わわせることである。やがて，より情報豊かな時代がやっ

てくる。その時に，情報を取捨選択して，豊かな言語生活を送ることが望まれる。そのためには・自

分で課題を発見し、自分で解決していく力が必要である。自分にふさわしい学び方を見付けるような

学習を展開していきたい。

2．『問い』を持つことが基礎学力

　情報時代における学校教育の役割は，子どもたちが生涯にわたり，主体的に学習を進めていく上で，

必要な基礎学力を習得させることである。その基礎学力を，次のように考えている。

　○　他から寄せられる情報を，正確に理解する力

　○　自分から発する情報を，正確に他に伝えるカ

　○　自他の情報について，『問い』を持っ力

　今後，情報化が進むにっれて，さまざまな情報に振り回され，自分を見失うことが予想される。そ

こで求められるのは，『問い』を持っ力である。この『問い』には，自分に向けるものがあり，他者

に向けるものがある。

　自分に向けて投げかける『問い』とは，具体的には，次のような形で表せる。

　○　びっくりする。（おや？）

　○　疑いを持っ。（どうかな？）

　○　比べてみる。（どっちかな？）

　O　おかしいと感じる。（へんだな？）

　○迷う。（どうしよう？）

　教師の仕事は，このような子どもの『問い』を誘発することである。自ら探求する方向にっいて，

適切な援助をすることである。この『問い』を持たせるには，相応の知識と技能が必要である。この

知識や技能は，「書く活動」を通して，多く養われる。ことばを通して，確かに理解し，豊かに表現

する力を身にっけさせたい。

3．『問い』を持つカをつける　一疑問からの鐵発一

　　生涯学び続ける子どもを育てたい。学ぼうとする意欲を育てるとともに，自らの意志で課題を見

っけ，探求する学び方の基本技能を，日々の学習を通して育てたい。この「自己学習力」は，これか

らの時代を主体的に生き抜くために必要な能力である。その中で，『問い』を持っ能力にっいて，詳

述してみたい。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1994年

　『問い』は，二つに大別できる。

○　他への信頼に基づく問い

○　他への不信頼に基づく問い

文章を読んだとき，初発の感想を書くことがある。感想を書くというのは，子どもが問いを発する

ことである。子どもが発信者になるところから，学習が始まる。

○　肯定的な問い（確かめの問い）

　　　「なるほど，そうだったのか。」「分かった。そういうことなのか。」

○　否定的な問い（疑いの問い）

　　　「本当かな。」「それで，いいのかな。」

学習の出発点は『問い』である。これは，自分に問いかけることであり，自分で追求して解いてい

く構えをっくることである。

4．r問うこと」と「書くこと」
　「問うこと」は，書くことによってより確かなものとなり，自分のものとして一層定着することに

なる。「問うこと」とは，主体的に情報に立ち向かい，それを処理することである。処理する際に，

書くことは欠かせない。

　「問う」には，相応の知識と技能が必要である。書くことと結び付けていえば，書字力・語彙力・

表記力・文法力などがあげられる。さらに基礎となるカとして，認識力・判断力・思考力などが必要

とされる。これらの力は，小学校の低学年からじっくり育てていきたい。

　育てたい力を，キーワードで示すと次のようになる。

　○　筆まめになる。

　○　確かに伝える。

　○　使い分ける。

　必要なときに必要なだけ，苦にせずさっと書ける力を養いたい。また，相手や目的に合わせて，書

き分ける力も養いたい。さらに，自分の考えや思いを，相手に正しく伝える力を身に付けさせたいと

いうことである。

　教師は，「子どもが『問い』を持っように」そして「自分なりに『問い』を解決するように」指導

することが大事である。これが，生涯学習を志向する「自己学習力」を育てることになる。

5．これからの作文教育を問う

　作文とは，ふっう国語の時間に，主題にしたがって，材料を集め，取捨選択して構成し，記述し，

推敲する一連の書く活動を指す。作文用紙に十枚書く作文があれば，一枚だけの練習作文もある。

　しかし，これからは，国語科に限らず，各教科や領域の学習のノートやレポート作りなど，すべて

の学校生活の中での「書く活動」を作文と考えたい。そのためには，日常的な書く活動を重視し，書

き慣れさせたい。今は，次のような日常活動を実践している。

　○　個人の日記，学級日記，給食日記

　○　スピーチ作文

　○　自分の漢字字典作り

　○　学級新聞，個人の新聞

　○　学級文集，個人文集

　なかでも，国語の学習ノートやレポート作りには重要な意味があり，大事に扱いたい。ここ数年は，

特に「ノート作り」そして「読み書き関連作文」に力を注いでいるので，後に詳述してみたい。

　いわゆる「取材」「構想」「記述」「推敲」の基本的な作文指導は，いうまでもなく重要である。そ

こでも，自ら書きたくなるような必然性のある場の設定が必要である。

　これからは，作文学習が楽しく展開できるような工夫が，一層求められる。作文が好きにならなく

ても，せめておっくうがらずに書く子を育てたいと考えている。魅力ある作文学習をめざし，実践し

ていることのいくっかを，以後述べていきたい。
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21世緯の作文教青を問う

11．書かせる授業から書く学習へ

1．書く授業を
　今，作文重視が叫ばれている。「考える」源となる「書くこと」は・いっの時代になっても変わら

ない作業であり，活動である。「書くこと」を充実させることが・思考力や想像力に磨きをかけるこ

ととなり，21世紀を豊かに生きる力となる。

　しかし，単純に作文の時間を増やすという発想だけでは，教師と児童の負担が増すばかりで，その

実は上がらない。ここでは，これからの「書く学習」の在り方について考えてみる。

　その際，いっもまとまった作文を書くばかりではなく，練習作文や課題作文、自由作文をまじえた，

多彩な作文活動を展開するようにしたい。

　一方では，様々な読んだり書いたり，聞いたり話したりという学習活動の中に，書く活動をふんだ

んに取り入れて，作文力の向上を図っていきたいと考えている。

　最近，「書かない授業」「書かせない授業」が多いといわれている。それは，話し合いが中心となる

授業で，口の達者な一握りの子供だけが活躍する。外見上は，予定したところまでスムーズに進むが，

短調で平板な授業になりやすく，多くの子は「学習したぞ」と言う満足感が得られない。大半の子は，

受け身の聞き役にまわっているからである。

　一人ひとりの内面的な活動を活発にするには，時間を保障して書く活動を盛り込むことが必要であ

る。書くことで思考が深まり，一一層確かなものとなる。

　自分の授業をふりかえってみるとき，板書をほとんどしない授業があれば，消すことを生かして黒

板二面を使う授業もある。そんなとき，子どものノートは，どうなっているのであろうか？

　また，研究授業の折，あらかじめ準備しておいたカードを黒板に並べてはる場面を目にする。そん

なとき，子どものノートは，どうなっているのでろうか？

　「書くこと」は，子どもたちからも教師たちからも，やや敬遠されがちである。その主な理由に，

次の数点が挙げられる。

　○　「書くこと」の個入葦が大きく，時間がかかり過ぎる。

　○　書いたことの処理が難しく，生かしきれない。

　○　授業の流れが，書くことによって寸断される。

　確かに表面上の理由になるが，速書きに慣れさせたり，発表の仕方を工夫したりすることで解決で

きることも多い。書かなければ作文力はっかない。「書かせる授業から書く授業へ」，さらには，「書

く授業から書く学習へ」というのが今，現場での大きな課題となっている。

　子どもたちの未来は長い。この未来をたくましく豊かに生きていくには，直面した課題を一つ一つ

解決していこうとする態度や，自らを鍛えていこうとする意欲，そして実行できる能力が必要である。

そのためには，どんな学習を積み重ねることによって，子どもたちは，その長い未来を自らの手で切

り開き，前進していくことができるのであろうか。

2．速書きに慣れる　一視聴写のすすめ一
　文章を書くことを学習に取り入れる時には，ある程度の書くスピードが要求される。低学年のうち

から段階的に練習を重ねると速く書けるようになる。「先生といっしょに書き始めて，いっしょに書

き終わるようにしよう」と言えば，競争心も手伝って，ノートの上を鉛筆がスムーズに走るようにな

る。その際速く書く方法を丁寧に指導する必要がある。一字一一字を見ながら書けば時間がかかるが，

一っの語句または文節ごとに意味としてとらえて書くようにすれば，時間短縮が図れることになる。

さらに段階が進めば，一視野の中に見える字数が増え，視写能力がぐんと高まる。

　ただし，速書きと文字の美しさとは両立しない面がある。しかし，次の学習への発展を考えれば，

速く書くことに意義を見いだすことが多い。正確さが保てれば，美しく書けなくてもやむをえない場

面である。とにかく，練習を重ねれば，速く上手に書けるようになることを，体で学び取らせたい。
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まずは書く作業に抵抗を覚えない基礎練習が必要である。

　速書きの練習には，「視聴写」を多く用いたい。文字通り，視写と聴写を同時に行うもので，耳で

聞いたことを，具体的な文字・文・文章を見て確かめて書く方法である。この時，教師は・文節ごと

に区切って音読しながら板書する。子どもは，その音声を聞き，板書の文字を見て，すぐにノートに

文字を書いていく。いつも要点をまとめた板書ばかりだと，子どもの作文力はっかない。文の形で視

聴写をもっと授業の中に盛り込むべきである。

　視聴写の時の教師の板書の仕方では，次のことに留意する。

　①文字は手本になるので，一字一字丁寧に書く。

　②　遅すぎず速すぎず，平均点な速さで書く。

　③細かな表記（句読点，かぎかっこ，新出漢字、かなつかい等）まで，注意を促しながら書く。

　④書き込みをする場合，行間や改行を考えて書く。

　⑤書き終わったら，音読や黙読をして点検する。

3．おっくうがらずに書く子を育てる

　書くことは，考えることである。情報に主体的に対応するには，「書くこと」が欠かせない。書く

のが好きだというところまではいかなくても，書くことが苦痛にならないという子どもを育てていき

たい。そのためには，「書き慣れる」ことが必要である。できるだけ多くの書く機会を，日常生活の

中に設けるようにしたい。

　作文の力をっけるには，日頃から書く活動をふんだんに取り入れることが大事である。考えたこと

があったら書き，思ったことがあったら書く。学習の中で，教師が書き，子どもも書く。この繰り返

しで，書くことが日常化し，おっくうがらずに文章を書く子が育つ。

　また，優れた文章を視写することも大事である。たくさん読んで，書き写すことを通して，文章の

書き方を体得することになる。

　一方，教師の板書も，作文力の向上に，大きな役目を果たす。教師は，単語を並べるだけの板書で

はなく，文の形で書くようにする。子どもは，それを見て文をノートに書く。この積み重ねが大切で

ある。

皿．ノートを創る

1．ノートを見直す

　何もない真っ白なところから出発し，一っの題材が終わったとき，子どもたちはどんなノートを作

り上げているか，終末段階のノートを見るのを，いっも楽しみにしている。

　もっと小さな単位で考えて，一・時間の学習が終わったとき，ノートを見るのが楽しみだと言う指導

をしなければならない。板書事項を書き写すのは当然のことであるが，必ずその子なりの思いや考え

を書くノート部分がなければ，本来の機能を果たさない。ノートにその子なりの個性的な表現や，書

き方の工夫が見いだせないようでは，見ていて楽しくない。ノートを集めて見る意味もない。

　ノートは書くことにより，「考える」「伝える」「残る」機能を果たす。考える手段として活用しな

ければならない。意見交換の場で利用しなければならない。記録として振り返ってみなければならな

い。ノートの効用を，今一度見直す必要がある。

　ノートは，作文力の向上に寄与するばかりでなく，自己学習を支えるものとして，大事な役割を持

っものである。

2．楽しいノート作り

　今，国語のノートは白紙のものを使用している。何もないところからの「創造」に夢を描いている。

思考，想像の世界に罫線の枠は必要ない。罫線に当てはめて書くのではなく，考えたことを思いのま

まに自己表現できる子を育てたいと考えている。罫線は必要なときに書けるし，そこにも，その子な

りの表現の工夫が入ることになる。
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21世紀の作文教肖を問う

　自分の考えや思いを，自由に，しかも的確に表

現できたら，どんなにか楽しいことだろう。

　右のノートは，物語「やまなし」（六年）の実

践である。上段には，「想像」を誘う表現を自分

でみっけて視写した。下段には，自分で想像した

登場人物の気持ちや場面の様子を，「わたしのイ

メージ」として書くことにした。書くことにより，

内面の活動が活発になり，想像力がたくましくな

る。さらに，下段には感じたままに「絵」を付け

加えた。絵が自由にかけるのも，白紙ノートの利

点である。絵をかくことによって想像したことが

鮮明になる。

3．ノートに書くこと

一っの題材が終わるまでに，例えば物語の学習

の串には，種々様々な書く活動がある。

　○　題名について書く。

　○　初発の感想を書く。

　O　学習のめあてを書く。

　○　文章の構成を書く。

○　読み取るために書く。

　○　読み味わうために書く。

　○　最後の感想を書く。

○　学習のまとめを書く。

　13L斥境グフ・ボ♪感が黄か劉・陰匝　流申τ口でま乳

髪靖　鋤
席

塘隷瀧

灘

　訂白県選

や跡脅ド“五

。蕪

　これらの活動の一っ一っを，取り上げてみても，短作文の学習として成立する。理解を主とする学

習でも表現に結び付けることを意識すると，国語の学習のあらゆる場で，作文指導を展開することが

できる。

　これまでも，読む学習の中に書く活動を取り入れる必要性が叫ばれてきた。また，読むことと関連

させた書くことの指導の大切さも，強調されてきた。

　読むことと書くことは，かけ離れた言語活動のように思われるが，そうではない。書くことは「作

文」と狭い意味にとらえるのではなく，読みながら書き，書きながら読む活動を，極めて自然な形で

行う中で，子どもたちに書く力を身にっけさせたいと考えている。

4．視写を書く活動の中に

　子どもたちは，教師の板書をよくノートに写している。要点を巧みにまとめているノートであるが，

この書く活動がどれだけ作文力の向上に役立っだろうか。作文とは，文字のごとく文を作る活動であ

る。それなのに，教師の板書には，意外と文の形で書くことが少ないものである。教師が文を黒板に

書き，子どもたちが，それにならって文を書く。この繰り返しが，作文能力を高めることになる。

　そこで・学習の中に多く取り入れたいのが「視写」である。視写は，文章をよく見て，正確に書き

写す作業である。書き写すことで，一づひとっの語句に目が向き，確かな読みができる。書かせると

時問がかかるのでどうもと，二の足を踏む向きもあるが，教師が根気よく書く活動を継続することで，

この問題は解薦できるe

　教師は，書くことでも子どもたちの手本になる必要がある。その意味でも，授業の中に「視聴写」

を叡り込むことを勧あたい。これは文字通り視写と聴写を同時に行う作業である。耳で聞いたことを，

具体的な文字，文，文章を見て確かめて書くことになる。この時，教師は文節ごとに区切って，音読

しながら板書する。子どもたちは，音声を聞き，黒板の文字を見ながらノートに書いていく。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1994年

5．感想をふんだんに書く

　ノートの中には，なるべく多くの自分の「顔」を見せなければならない。板書を写しているだけで

は，みんな同じノートになってしまう。自分の思いを，自分の言葉で表現することが大切となる。何

かに接したとき，自分なりの共鳴や共感，意見，批判を持っ。これを，自分の言葉で表現することが，

感想を持っということである。文章に接したとき，初めの感想（第一次感想）を書き，最後に感想を

書く。これは学習の効果を確かめ，変容を知る意味を持っ。事あるごとに感想を書きたい。書くこと

によって，自分の考えが深まることになる。

　初めの感想は，直観的印象的なものであるが，読みの入ロとして大事にしたい。また，最後の感想

は，感動を書いて学習のまとめとしたい。書いた後，初めの感想と比べ，その違いを自分なりにとら

えさせたい。（右下のノート参照）

　感想は，自分の顔として，時間の許す限り数多く書き残したい。書くことは，記録としても大きな

意味を持っ。後で自分をふりかえる材料になり，次の書く活動を生み出す。

★37かU”甜

　　　を

繋麗轄．義醇満㍊繋舅號漿謝辮饗籍藩罐婦

　左上のノートは「ガラスの小びん」（六年・光村）の，ある場面の記録である。キーセンテンスを

視写した後，パネルディスカッション形式の話し合いをした。その話し合いの内容を，パネラーの主

張，フロアーの主張に分けて記録している。話し合いのとき，単なる傍聴者にならないようにするた

めにも，記録の書く活動が必要である。たとえ発言をしなかったとしても，主体的に話し合いに参加

していることになる。また，話の要点を聞き取って書くことは，日常のメモ活動に生き，実用作文の

練習学習となる。実際のノートには，この部分の前に「私の主張」があり，最後に「パネルの前と今」

の記述があるが紙面の都合で省略した。このほか，感想や意見の発表があるときには，「友達の考え」

として，記録する習慣をっけたい。

6．学習のまとめを書く

’日常の学習では，単元の完結性を大事にしている。一つの単元をふりかえって反省し，次の単元に

生かしたいと考えている。そこで，一っの単元の学習の最後に，「学習のまとめ」を書くことを積み

重ねてきている。「学習のまとめ」は，一つの学習の総括であり，書く活動でしめくくりをするもの

である。

　「学習のまとめ」は，次のように，大きく二っに分けて書いている。

①学習内容　　※学習してどんなことが分かったか。

　②学習方法や態度

　　　※学習して良かったことや改めたいことは，どんなことか。次の学習では，どうしたいか。
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21世紀の作文教育を問う

　①については，「感想を書く」の項で，すでに述べたので，ここでは②をどう書くか詳述してみたい。

　自分の学習方法をふりかえるとき，その項目となる事柄について話し合いを持った。主な項目とし

て，次のものがある。

　○　ノート

　○音読・朗読
　○　発言や発衷

　○　漢字やことば

　○　学習姿勢や取り組み方
　このほかに，問題作り・新聞作り・劇作り等，その単元で中心として取り上げた学習方法について

轡くようにしている。（下のノート例参照）

　学習の様子を自分自身でつかみ，自己改善を図るのが，学習のまとめを書くことのねらいである。

低学年からの積み重ねで，徐々に自分を的確に見っめることができるようになる。書く活動を通して・

自分をふりかえり，次のめあてを立てて，取り組むことができるようになる。

　ノート作りは，広い意味での作文活動である。その充実が作文力の向上そして豊かな自分作りに

っながるのである。

曜伊

織タ

購室襟鐘
τ」 ､鐸芽rc謎ず　＝＝

石1（唯

藁な

A

ノート

B2
粕誘

W．結んで書く

1．話し合い・聞き合いの学習の中で書く

　一人ひとりの持ち味が，いま大事にされている。と同時に，人と人とのっながりの大事さが叫ばれ

ている。

　そこで求められているのが，『自己表現力』である。自分に求めるものがあり，追求して自力で説

明する。相季に分かるように説明する。それができたとき，充足感が広がり，ここで得た喜びによっ

て学ぶことの真の楽しさを味わうことになる。児童の自己表現をより盛んにする話し合い・聞き合い

の学習の中にも，書く活動をふんだんに盛り込む必要がある。

　これからの国際社会を生きていくには，様々な立場の人と話していかなければならない。また，相

手の言う事を尊重して耳を傾けなければならない。これが，コミュニケーションの基本の力となる。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1994年

ことばの教育として，国語の学習の担うところが大きい。

　学習は，学習者である子ども一人ひとりが個としてするものであるが，友達との交流が大事になる。

交流を通して，新しく学ぶことを見い出すことになる。話し合いは自分の考えを明らかにするととも

に，他の考えに触発されて，新しい考えを生み出すのものである。

　話し合いを活性化するためには，次の点に留意したい。

①話し合い前に沈黙を

　　学習には，一人で活動する時間が必要である。「この言葉にっいてこう思う」「この文からこう考

　える」「この文章からこんな感じがする」など，一人ひとりの学習を深めることになる。個の学習

　の上に立って，共同の学習の必要性が生じてくる。

　　課題について，「自分はこう考える」というものを持って，話し合いに臨むことが重要である。

　考えの深浅は別にしても，その子なりの考えを持たせるのが，教師の仕事である。事前に自分の考

　えを書くことが大事である。そのために時間を保障し，子ども一人ひとりが自分なりの考えを持て

　るように配慮したい。話し合いに入るまでの「ひとり学習」を大切にしなければならない。

②話し合いの中で自問自答を

　　聞くときは，受け身であってはならない。主体的な聞き手は，自問自答しながら話に耳を傾ける。

　人の意見を一生懸命理解しようと，目を向けてうなずいたりしながら，最後まで聞こうとする。自

　問自答したことは，ノートや記録用紙に自分なりに書き残したい。

　　自問自答のパターンは，次の三っに分けられる。

　　○　「なるほど，その通りだな。」（共感）

　　○　「いや，違うな。」（批判）

　　○　「そうとも言えるが，別のことだな。」（転換）

　　この自問自答は，話したり書いたりしないと，周囲の人には分からない。ここにも，話し合いの

記録の大事さがある。

　　話し手は，課題が何であったか確かめ，中心をはっきりさせて話すようにする。自分の考えを話

すときには，どうしてそう考えたのか，筋道を明らかにする。「この言葉からこう思う。」「この言

葉とこの言葉を結び付けてこう考えた。」などと言えるようにさせたい。これが曖昧だと，表面だ

　けの感情的な話し合いになる恐れがある。話し　　＿．、，ネルデ．x”．シgyOPMN

　合いは，思い付き的・場当たり的なものではな

　く，それぞれの考える筋道の上に立って，じっ

　くり行われるべきものである。

③話し合いの後に沈黙を

　　必ず話し合いの前と後の違いをふりかえって

　考えたい。たとえ，その違いが見い出せなくて

　もよい。自分の変容に気付かせる場を設けるこ

　とが重要である。

　　ある子どものノート（学習のまとめ）に，次

　のように記されていた。

　　「話し合いは，自分の考えを話せばいいので

　はありません。人の考えを良く聞いて自分と比

　べることが大事です。話し合いが終わってどう

　だったかが大切です。私は話すことが苦手で，

発言しませんでしたが，よく話を聞いてノート

　にしっかりまとめました。」（M・F女児）

　　話し合い学習で，子どもたちの考えを交流す

　ることによ・⊃て，「なるほど」と感心したり，

考え方の違いに気付いたり，話の筋道の立て方

⑨テ岬郷場醜の謝か
。司ft　，．”pni　。，・ネラー、掘醗一，謝添メ塚

o書記・淋　　　　　　　砂

Oパネラー
tSk　．tt44！

　　　　　螂諺紗・蜘拓診をlelψ協協1，動歯

　　　　　鑛襯ワ燦徽二睡劔賑

読者欝・汽鍛懇翻銚

出発力鮮3よう能イ儲力ゆカサ71／3
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21世紀の作文教肖を問う

が参考になったり，友達の人間｛生に触れたりと，様々なよさが現れてくる。そういったことを・お

互いに認め合うのである。「認める」「認められる」ことが励みになる。記録用紙（ノートも可）に・

禦前事後を含めて，書き残すことの積み重ねが，コミュニケーションの力を伸ばすことになる。

　前ページに示したのは，パネルディスカッションの学習を展開したときの記録用紙である。

2．読む学習の中で書く

（1｝終末段階の霧く活動

　読む学習の中には，様々な書く活動が組み込まれる。例えば，物語の学習過程の終末段階だけをみ

ても，次のような活動が挙げられる。

　○初発の感想と比べながら，最後の感想を書く。

　○　登場人物あてに手紙を書く。

　○　作者あてに手紙を書く。

　○　最も感動したところを中心に視写したり，朗読したり，また感想画を描いたりする。

終末の学習は，整理の意味を持っ。それは，学習課題やめあてが，どれだけ達成されたか確かめる

ことともいえる。

上記の書く活動の一っ一つが，作文学習だと言っても過言

ではない。読む学習と結び付けて，効果的な学習展開を工夫

する必要がある。

　右の便せんに書いた手紙は，「とびこめ」（国語四下・光村）

の学習のまとめとして害いたものである。便せんを使うだけ

でも意欲的に取り組むようになる。登場人物の誰か一人にし

ぼって，手紙を書くことにした。最終場面の直後の学習であ

るので，約9割の子が，船長及び少年あてに手紙を書いてい

た。その人物に対して，自分なりの共鳴・共感・批判・意見

を書くように指導した。

登場人物あての手紙として書かせるのは，中学生向きの書

く活動である。相手がはウきりしており，思ったこと感じた

ことが気楽に書けるからである。

一方，作者あてに感想を書かせることも，相手がはうきり

しているので書きやすい。共感した行動や言動を作者に知ら

せることになるのだが，質問の形になってしまうことが多い。

手紙形式の感想を書くときには，作者や作中人物（実際は教

師）からの返事があるとよい。

（2｝まとめの書く活動

墓鞠魏羅縫繍熱難爆繍灘織灘難

　学習のめあてを，一人ひとりノートに書かせたり，みんなで話し合って学習課題を設定したりする

時の指導には熱が入るものであるが，終末・まとめの段階で，立てためあてや課題をふり返ることは

意外と少ないものである。そのふり返りをきちんとすることが，次の学習にっながるのはいうまでも

ない。

　次ページのノートは，「学習のめあてをふり返って」を書いたものである。この子は，通読の後に

感じた疑問を，そのまま自分の読みのああてとした。まず，自分のめあてを終末のノートに転記し，

答えて書くようにまとめている。文末表現から分かったことの自信がうかがわれる。さらに，個入の

めあてを発表しながら作った「みんなのめあて（登場人物の行動とその気持ちを読み取る）」につい

て，自分なりに少年に焦点を当てた表を作ってまとめている。

　自分のめあての是非も，まとめを書くことによって，その子なりにつかめることになる。
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3．読んだことを生かして書く

　＜実践事例1＞　物語「一つの花」（4年）より

　児童一人ひとりを『小さな小説家』にしたいという夢がある。お話作りの好きな子は，感性が豊か

であり，想像力に優れている。また，読書を好み，本が読み込める子でもある。

　まず，取りかかりやすいのは，「続き話」や「間話」を書くことである。この『一っの花』（今西

祐行作）は，「間話」が書きやすい。ゆみ子に手渡した一っの花を見っめながら，お父さんは戦争に

いってしまう。次の場面は十年後，ゆみ子の家はコスモスの花に包まれている。この十年間の文章上

の空白をうめるのが，「問話」となる。想像したことをもとに，書くことを楽しみたい。

　ここでの「間話」の十年間を書くポイントは，次のようにおさえてみた。

　◎　「一輪のコスモス」が「家を包むコスモス」になったいきさっ。

　○　戦争の結末。（食べ物が「一っだけのOO」から選択できる「○00R　OO」時代へ）

　○　お父さんの話題。

　この三っを柱とすると，前後の場面をっなぐ「間話」が容易に書ける。書くに当たっては，前後の

場面をくり返し読ませるようにした。次に示すのは，4年生女児の作品例の一部である。

　お父さんが汽車に乗っていってしまった後，お母さんは，ゆみ子のにぎっているコスモスの花

を見て，深いため息をついて言いました。

「あまり体のじょうぶでないお父さんまで，戦争に行かなければならないなんて一。」

　お母さんは，せんろの方を見っめました。そこには，ゆがんだ汽車のけむりがのこっているだ

けでした。もう駅にはだれもいません。お母さんとゆみ子だけです。駅はとてもしずかで物音一

っしません。お母さんは，とてもかなしそうな顔をしながら，家へ帰りました。ゆみ子は，とて

もうれしそうに，コスモスの花を見ていました。　〈以下省略〉（H．0女児原文のまま）
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21世紀の作文教育を問う

　「問話」を，上のようなお母さんとゆみ子の描写で書き始めている。この先の展開は，当然ながら・

窺要語句『コスモス』に目が向くことになる。やがて，ゆみ子の家はゴスモスの花で埋め尽くされる。

これまでの学習場面の文章表現を，よくまねて書いている。

　お話作りの基本は，自由に楽しく書くことである。とはいえ，「間話」となると・それなりの制約

がある。それを，次のように考えた。

　○　登場人物の性格や，ものの考え方を変えないこと。

　○　物語のそこを流れている「ふんいき」を変えないこと。

　○　大切な語句や文，文章のっながりに気をっけること。

＜実践事例2＞

　物語「やまなし」（6年）より

　「やまなし」は，五月の場面と十二月の場面で構成されている。この物語の学習でも「闇話」を書

こうということになった。

　夏休みの八月の頃の川底なら書きやすいということで，その書き方にっいて話し合った。二っの場

面を比べてみると，共通することが分かった。

　①　水底の様子（発端）

　②かにの兄弟の会謡

　③「事件」の発生

　④かにのお兄さんの言葉

　⑤水底の様子（結末）

　これが，物語の組み立てにな

り，これに沿って書くと，自分

の物語が書ける。原作をよく読

み，物語の底を流れる雰囲気を

変えずに，重要語句や文のっな

がりを考えて書くのが，間話の

おもしろ味である。右に示した

のは，6年生の作品である。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1994年

V．結 び

　今，「作文」に対する概念の転換が必要である。作文の時間に400sii詰めの作文用紙とにらめっこしなが

ら，いやいや書く作文から脱却しなければならない。自ら書きたくなるような場を設定し，楽しく書く

作文学習を展開したいものである。ノートに書くことも，作文学習の一っと考え、大事にしたい。

　当然ながら，作文の評価についても，思い切った発想の転換が必要である。続けて書く意欲を喚起

するような評価の工夫が求められている。大事なことは，赤ペンで添削するのではなく，すぐれた表

現を一っでも多く見付け，ほめて伸ばすことである。さらには，子ども自身の自己評価や，子ども同

志の相互評価を積極的に取り入れていくことである。とりわけ，「自己学習力」を考えたとき，今壕

「自己評価」について、さらに追及してみたいと考えている。
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